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研究成果の概要（和文）：　本研究では、城下町絵図や居住者である侍・町人の歴史資料をもとに、近世城下町
のGIS図を作成し、城下町の土地利用や居住者の変化を分析した。研究対象としたのは米沢、水戸、新発田、徳
島、松江、佐賀など日本の約10ヵ所の城下町である。その結果、侍屋敷や町屋地区の居住者を個別に確定し地図
化することで、居住者の異動や土地利用の変化を把握することが可能となった。その点で、GISを用いた本研究
は城下町研究に新たな研究手法を提示することができた。

研究成果の概要（英文）：　In this research, GIS maps of the castle towns in the Edo period were made
 based on the old maps of castle towns and the historical data of the residents(samurai and 
merchant). Moreover, we examined the change of the land use and the residents of about 10 castle 
towns in Japan such as Yonezawa, Mito, Shibata, Tokushima, Matsue, Saga, and others. As a result, by
 individually identifying residents of the samurai residential lots and machi-ya(the residential 
districts of merchant) and mapping the residents on GIS software, we have grasped the change of 
residents and land use. Therefore, this research using GIS was able to present a new research method
 to the study of castle towns.

研究分野：歴史地理学

キーワード： 地理情報システム　城下町

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近世城下町については、これまで多くの研
究蓄積がなされてきた。なかでも、矢守一彦
（『都市プランの研究』1970 年）が提唱した
地域制にもとづく近世都市プランは、城下町
類型の代表的なモデルとして、その後の城下
町研究に多大な影響を与えてきた。同じく、
矢守（『都市図の歴史 日本編』1974）が試み
た近世都市図の類型も、城下（町）絵図分類
の基準モデルになってきた。 
しかしながら、近年の城下町研究では、城
下絵図からだけでは捕捉できない武家地利
用の実態（相対替えや田畠利用など）なども
指摘されている。そうした点で、従来の城下
町研究や城下絵図研究については、その研究
手法も含めて再検討が迫られている。 
そこで本研究の目的は、近年歴史地理学研
究においても導入されつつあるGIS手法を近
世城下町研究の新たな時空間分析ツールと
して活用することで、従来の城下町プランの
再検討を行うとともに、地元研究者との協働
のもとに歴史情報 GIS データを構築し、地域
における城下町研究の推進や地域活性化を
図るものである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、(1)国立公文書館所蔵の
正保城絵図ならびに全国各地に所蔵される
近世城下絵図の GIS 解析を通じて、従来の城
下町研究・城下絵図研究の再検討を図るとと
もに、(2)武家屋敷・町屋に関する GIS 城下
町図（GIS ソフトで作成した近世城下町基盤
地図）ならびに歴史情報データベースの構
築・統合・解析を目指すものである。さらに、
(3)構築した GIS 城下町図および歴史情報デ
ータベースを地元研究者へ還元することで、
近世城下町研究や地域活性化に寄与するこ
とを目的としている。 
 
３．研究の方法 
本研究では、(1)近世後期～明治初期の精
度の高い城下屋敷割絵図をもとにGIS城下町
図（基図）を作成するとともに、(2)分限帳・
屋敷帳・家臣家譜などから絵図に記載にされ
た侍（藩士）の属性に関わるデータベースを
構築し、(3)GIS 城下町図とデータベースを結
合することで、GIS ソフト上で侍の居住状況
や異動、さらには土地利用の変化を屋敷地レ
ベルで把握できるようにした。また、(4)一
部の城下町については町屋絵図や町人屋敷
割台帳、名所図会、人口なども分析対象とし
た。研究対象としたのは米沢、水戸、新発田、
徳島、松江、佐賀など全国約 10 ヵ所の城下
町で、研究分担者と地元学芸員を中心とした
研究協力者が協力して担当した城下町の分
析にあたった。 
平成 25・26 年度はおもに城下（町）絵図
や城下町居住者に関わる史料の基礎調査な
らびに高精細画像データの作成にあて、平成
27・28 年度には GIS 城下（町）図の構築とデ

ータベースの作成ならびにデータ統合と分
析を行った。平成 26・27・28 年度には研究
集会や中間報告会を開催した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究の最大の成果は、城下（町）絵図
に記載された侍屋敷や町屋地区の居住者を
個別に特定し、GIS ソフト上で地図化するこ
とで、居住者の異動や土地利用の変化を把握
できるようになったことである。このような
点で、GIS 手法を取り入れた本研究は、これ
までの城下町研究に新たな研究手法を提示
することができた。すなわち、城下（町）絵
図同士の比較分析にもとづくこれまでの静
態的な城下町分析ではなく、個々の居住者
（侍・町人）を特定し、他時期の城下（町）
絵図の居住者情報を同一のGIS城下町図に取
り込むことで、居住者の異動（相対替え・転
居・絶家など）や土地利用の変化に関する動
態的・計量的な城下町分析が可能になったこ
とである。 
 例えば、家譜史料にもとづいて寛文 9
（1669）年と天保 11（1840）年の２時期の拝
領屋敷と禄高を地図化したGIS水戸城下町図
の分析結果からは、①城郭付近は家老を中心
とした上級家臣、城下の西縁は下級家臣の屋
敷が分布し、禄高に応じた屋敷割りがほぼ維
持されていたことが確認できるものの、②徳
川斉昭の天保改革により重臣屋敷があった
三の丸に弘道館が設置され、その結果、城下
備前町で中級家臣の混住化が進んだことや、
③城下隣接地に造成された新屋敷地が江戸
詰藩士の水戸移住に伴うものであることが
新たに判明した。 
他方、米沢城下町では当初、侍屋敷地は「番
組」と呼ばれる軍事組織単位で城下内に集積
していたが、時代が下がるにつれてそうした
集住形態が弛緩し、城下周辺の下級家臣から
なる原方集落でも明き家率が高まったとさ
れる。また、近世前期には本藩士と支藩士と
が棲み分けしていた佐賀城下町でも、17世紀
以降に支藩士の転出により城下町構造に変
化がみられ、元文 5 年（1740）と明和 8 年
（1771）の屋敷帳の GIS データ化により、拝
領屋敷が売買の対象となり屋敷主に異動が
見られたことも判明した。佐賀城下町につい
ては、町屋台帳である「竃帳」の分析により
町人地へ侍居住も確認されている。 
矢守一彦が提示した近世城下町類型の「E
開放型」に対しては、実証的な裏付けが求め
られてきた。本研究の分析手法を用いること
でそうした検証も可能となるが、本研究を通
じてむしろ、近世城下町の中にはすでに 17
世紀中半以降に初期の城下町構造を変質さ
せてきたケースも少なくないことが明らか
となった。それゆえ、矢守の城下町類型も城
下町建設期～初期の時期にに限定されるべ
きかもしれない。この点は、さらなる検証が
必要といえる。 
(2)1640 年代の正保期に城下町構造の変容や



城下縄張りの拡大をみた徳島城下町につい
ても、同様なことが指摘できる。徳島城下町
の GIS 分析にあたっては城下絵図に加え、文
化文政期（1804～30 年）に作成された実測分
間絵図の地図データをGIS城下町図に組み込
むことで、拝領屋敷が宛がわれなかった「屋
敷拝領不仕諸士」の「年貢地建家」が、城下
縄張りを越えて周辺の村々に拡大している
状況が把握できた。このように、作成目的の
異なる絵図をGIS城下町図に取り入れて分析
することで、古地図を用いた GIS 分析のさら
なる有効性が確認できた。 
(3)これらの学術成果については、日本地理
学会の 2015 年秋季学術大会（愛媛大学）地
図・絵図資料の歴史 GIS 研究グループ研究集
会や 2016 年秋季学術大会（東北大学）グル
ープ発表、2016 年人文地理学会大会セッショ
ン発表、2017 年２月開催の公開シンポジウム
「人文科学とデータベース」セッション発表
のほか、2015 年７月開催の第 16 回国際歴史
地理学者会議（ロンドン）や歴史地理学会等
において、科研メンバーが発表を行ってきた。
さらに現在、これらの成果をまとめた学術図
書の刊行も計画している。 
(4)本研究のもう一つの目的は、構築した GIS
城下町図および歴史情報データベースを地
元研究者へ還元することにあるが、本研究に
は研究協力者として地元博物館等の学芸員
が共同参画していることから、情報提供はす
でにできている。また、松江市・下関市（長
府）、徳島市などでは講師を研究代表者・研
究分担者が務める城下町講演会が開催され、
平成 29 年度にも米沢市や鳥取市で開催予定
であり、こうした機会に研究成果の社会還元
に努めている。 
 なお、本科研メンバーの平井・塚本は、平
成 29 年４月に公開された徳島市立徳島城博
物館の WEB サイト「城下町とくしま歴史さん
ぽ」（https://m.stroly.com/tokushima/i#jo
ukamachiburari）の構築に協力したが、これ
も本研究における特色ある取組成果といえ
る。すでに立ち上がっている「鳥取こちずぶ
らり」（http://site5.tori-info.co.jp/phot
olib/museum/10069.pdf）同様に、こうした
新たなソーシャルメディアは、学術成果の新
たな社会還元ツールとして注目される。 
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